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SUMMARY

　　This paper argues what those who concern children should know about picture books.  Reading 

books to children gives them joy, and at the same time, it improves their ability for understanding and 

communicating. It also enriches their imagination.  Moreover, it can be said that picture books can give 

children wisdom and strength to live by showing them that the world to which they belong is a beautiful 

place.  From this viewpoint, offering children good books is our responsibility.  So, the paper also 

considers what is essential for good books, and how we can cultivate our ability to choose good books for 

children.  Finally, the paper discusses that screen media, such as TV, videos and computer games, can 

deprive children of the joy given by picture books, and points out the harmful influence of screen media 

on child development. In the light of that, the paper proposes that we should recognize the harm of 

screen media and convey it.
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要　　　旨

　本論文は、子どもの成長に関わる大人が絵本について知っておくべきことは何かについて論じている。絵本

の読み聞かせは、子どもに喜びを与えるだけでなく、子どもの理解力やコミュニケーション能力を高め、想像

力を豊かにする。さらに、自分たちのいる世界は美しいものであることを子どもに伝え、生きていくために大

切なメッセージをもたらしてくれる。その観点から、子どものために絵本を選ぶのは大人の私たちがすべきこ

とであると考え、よい本とはどういうものであるか、選ぶ目をどのようにして養うことができるかについて考

察する。また、絵本の豊かさを享受する機会を子どもから奪いかねない映像メディアの危険性を指摘し、子ど

もに関わる大人がその危険性について認識し、伝えていく必要性をも明らかにする。
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はじめに

　絵本は物語を文章と絵によって伝える。絵本や物

語については、これまでにも多くの研究者が論じて

きた。絵本が題材とする昔話や物語を、口承文芸と

いう文学の一形態として分析したマックス・リュー

ティや小澤俊夫の研究や、昔話や物語は、精神や魂

の有りようについて描いたものであると精神分析学

の観点からその重要性を指摘するブルーノ・ベッテ

ルハイムや河合隼雄の研究は、絵本の可能性に多く

の示唆を与えてきた。物語を伝える絵本を子どもの

文学の一形態と考えるリリアン・スミスは、絵本の

文学性について論じ、アニス・ダフは、自分の子育

てにも言及しながら、絵本を含む子どもの文学の価

値についてまとめている。また、絵本の出版に携

わってきた立場から、松居直には絵本とは何かにつ

いて論じた著書があり、多くの絵本を翻訳している

児童文学者の松岡享子には絵本の読み聞かせについ

ての著書がある。ノートルダム清心女子大学の脇明

子は、子どもが生きる力を育むのに物語がどのよう

に関わるのかを論じ、読み聞かせや読書の必要性を

主張している。以上のような研究を踏まえながら、

本稿は、絵本が子どもの成長に大きな意義を持つこ

とを認識し、そのことを子どもに関わる大人が理解

し、読み聞かせという形で絵本を子育ての中に取り

入れるための手掛りを提供することを目的とする。

また、ここでは絵本の読み聞かせの対象は、自分で

内容を理解しながら読書をすることがまだしっかり

とはできない小学校低学年までの子どもとする。

　絵本が幼い子どもに喜びや楽しみを与えてくれる

だけでなく、子どもの想像力を豊かにし、こころの

成長を支える貴重なものである、ということは誰も

が認めるところであろう。絵本が子どもに生きてい

く力をあたえるという主張もある１）。そのように絵

本が子どもの成長に重要な役割を果たすものである

ならば、数ある中から子どもたちに与える絵本を選

ぶということは、育児に関わる大人にとって大きな

責任を伴うということになる。一方で、子どもが絵

本の恩恵を享受する機会を妨げる一番大きな要因と

してあげられる映像メディアの危険性について、子

どもに関わる大人は、しっかり認識しなければなら

ない。私たちが感じている以上に映像メディアは子

どもの成長に悪影響を及ぼすことが指摘されてい

る。本論文では、絵本が子どもたちの人生を豊かに

してくれることを再認識した上で、子どもの成長に

関わる大人が子どもに与える絵本を選ぶ際に心に留

めておきたい着眼点を示し、子どもが享受すべき絵

本の恩恵を妨げる映像メディアの悪影響から子ども

を守る必要性を明らかにする。

Ⅰ

　物語という文学的要素と、絵画という美術的要素

を併せ持つ絵本は、松居が指摘するように総合芸術

ということができる２）。絵本は物語を楽しむ喜びを

子どもに与えるのだが、挿絵が果たす役割は大き

い。挿絵は子どもが物語を理解し、物語の世界のイ

メージを作り出す手助けをする。美しい挿絵はま

た、子どもに喜びを与えるだけでなく、子どもの感

性を磨く３）。美しい絵に助けられ、耳から聞く物語

の世界を自分のこころの中に作り出していく作業に

は、内容を理解する能力、物語に登場するものの心

情を把握するための想像力が不可欠である。絵本を

読み聞かせてもらうことで、子どもは楽しみながら

理解力や想像力を養う訓練をしているのだというこ

とができる。

　理解力や想像力といった能力は、子どもがこれか

らの人生を豊かなものにしていくためになくてはな

らないものである。ダフは、自らの子育ての中で本

がもたらしてくれた楽しみと幸福を振り返り、「本

は、私たちにとって、“想像力の翼の贈り物”であっ

た」４）と記している。ダフがまた、「私たちが子ど

もにかくも惜しみなく本を使ったのは、どんな場合

においても、ただ単に、純粋に楽しかったからだと

いうことを強調しておきたい」５）と言うとおり、絵

本の素晴らしい点は、子どもが生きていくうえで大

事な能力が、楽しみとともに身に付くというところ

である。
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　また、柳田邦男が「生きていくうえで一番大事な

ものは何かといったことが、絵本の中にすでに書か

れている」６）と述べているように、優れた作品は子

どもに人生の真実を語ることもできるのだ。多様な

価値観が錯綜するこの世の中で、子どもが自分の人

生の選択をしなければならないとき、幼いころに親

しんだ絵本から感じ取った、幸せな人生のために真

に大事なものが何であるかということが、その子に

とって大きな支えとなるのではないか。

　たとえば、バージニア・リー・バートンの『ちい

さいおうち』７）では、物語はバートンのリズムのよ

いナレーションと、やさしい色使いで細かいところ

まで正確でありながら、活き活きした美しい挿絵で

伝えられる。子どもは、「ちいさいおうち」が眺め

て暮らす自然に囲まれたいなかの四季それぞれの美

しさや楽しさに触れることができる。バートンの絵

は、いなかの四季の移り変わりや、四季ごとの人々

の暮らしの様子を実に細かくユーモラスに描き出し

ている。しかし、次に「ちいさいおうち」の周りの

美しいいなかの自然が、瞬く間に、雑然とした忙し

く殺風景な「もう　いつ　はるが　きて、なつが　

きたのか、いつが　あきで、いつが、ふゆなのか、

わかりません。いちねんじゅう　いつも　おなじよ

うでした。」と語られる四季感のない大都会に様変

わりしていく様子が描かれる。バートンの絵から

は、のどかな風景が都市化していくスピードやパ

ワーを感じることができる。その急激な変化を目に

した子どもは、都市化で利便を追及する人間の開発

にまい進する力強さも感じるだろうが、都市化に伴

う自然破壊の凄まじさ、自然や四季を愛でるこころ

の豊かさの消滅を強く感じ取るだろう。真に豊かな

人生に必要なものは、利便性を追求することではな

く、自然の美しさを感じるこころを持てる環境では

ないのか、といった大切なメッセージをこの絵本は

子どもに伝えている８）。最終的に、都会で打ち捨て

られ、ぼろぼろになってしまっていた「ちいさいお

うち」がいなかに引越し、きれいになって、再び美

しい自然に囲まれた環境で、四季の移り変わりを楽

しみながら、お日さまやお月さまや星を見ることが

できるようになり、ひとも住んでめんどうをみても

らえるようになったという結末で、子どもは「ちい

さいおうち」が感じている幸福感・安心感を共有す

るだろう。

　松岡は、子どもは安心感を強く求めており、子ど

もがふれる本は「人生にたいして肯定的で、日なた

のあたたかさと明るさを備えていなければならい」

と述べている９）。バートンの『ちいさいおうち』で

は、「ちいさいおうち」の悲しみを理解してくれる

人間がみつけてくれたことで、再び、のどかで美し

い世界に戻ることができるという結末を迎える。こ

の先子どもが生きていかなければならない厳しい現

実の世の中で出くわす困難を乗り越えるために、『ち

いさいおうち』は、それぞれに幸福や安心を感じら

れる場所がこの世界には存在するのだという、子ど

ものこころを支えるであろうメッセージを与えてく

れるということができるのではないか。

　『ちいさいおうち』のような優れた絵本は、物語

の展開のおもしろさ、活き活きした挿絵の美しさ

と、子どものこころを支える人生の真実を伝える力

強さを兼ね備えている。優れた絵本とは、子どもが

人生をしっかり歩んでいけるよう、世界は美しいも

のだ、という希望と安心感を子どもたちに与え、困

難に出会ったときには、「きっと大丈夫」とそのこ

ころを支えてくれるものではないだろうか。このよ

うな物語を読み聞かせてもらう子どもが、挿絵を見

ながら想像力を働かせ、物語を理解する楽しみを味

わい、人生において何が大切かを感じ取ることがで

きるのであれば、子どもを育てていくのに絵本がど

れほど素晴らしいツールであるかは明白であろう。

絵本は子どもの成長を支え、生きる力を与えてくれ

るものであるということを絵本を読み聞かせる私た

ち大人が再認識したい。

Ⅱ

　次に、私たち大人が絵本について理解しておきた

い点は、絵本は子どもに読ませるものではなく、保

護者や保育者や教師といった子どもが信頼する大人
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が子どもに読み聞かせるものだということだ10）。４

－５歳にもなると、ひらがなは読めるという子ども

がほとんどで、親は字を読ませるための教材として

絵本を使うことになんの抵抗も感じない。一字一字

たどたどしく絵本を読むわが子を見て、これで自分

の子どもには本を読む力が身に付いていると思い込

んでいる親も少なくないだろう。しかし、松居が

「本を読むということは、字を読むことではなく、

本の内容を理解すること」11）だと指摘する通り、覚

えたばかりのひらがなを一字一字読んで、絵本一冊

を読み終えても、やり終えたという達成感だけは

あっても、物語を理解し、絵本の楽しさを味わえた

ということはないだろう。芸術性に富んだ挿絵を見

て想像力を働かせながら、耳から聞く物語を子ども

が理解していくには、大人が絵本を子どもに読んで

聞かせる必要がある。絵本は少なくとも就学前の子

どもには、字を読ませるためのツールにすべきでな

いということを私たちが心に留めておかなければな

らない。小学生でも物語をしっかり理解しながら読

むことがまだ難しい低学年の時期は、自分で物語を

読むための準備期間と考え、物語性に富む長めの絵

本を読み聞かせるといいのではないか。

　また、人生についての大切なメッセージを子ども

たちが絵本から受け取るときに、その物語を自分の

親であるとか保育者や教師といった、子どもが精神

的に信頼している大人から読み聞かせてもらったの

であれば、そのメッセージは子どもたちにとって、

人生の大きな選択をする際に、より大きなこころの

支えとなるだろう。

　このように書くと、絵本の読み聞かせは、子育て

における一大事のように聞こえてしまうが、絵本を

読み聞かせることは、子どもに楽しみを与えるだけ

でなく、私たちにも幸せな時間をもたらしてくれ

る。優れた絵本は、大人にとっても楽しいものであ

るはずだし、自分も子どものころに好きだった物語

を子どもと共有できるという楽しみもある12）。何よ

り、私たちが読んでいる物語を一心に聞く子ども

が、おもしろいことばやエピソードに出会ったと

き、私たちと目を合わせてくすっと一緒に笑った

り、時には大笑いしてしまうときに感じる幸福感や

喜びは、読み聞かせをしたことのある人なら誰もが

経験したことがあるだろう。やってみると、子ども

に絵本を読み聞かせることは、楽しいことだとすぐ

に実感できるはずだ。

　このように、親と子どもが楽しくコミュニケー

ションを取るのに、絵本はたいへん有効なツールで

あると言える。たっぷり絵本を読み聞かせてもらっ

てきた子どもは、楽しみながら想像力を使い、物語

を理解するという経験を十分にしてきたわけである

から、読解力が自然に身に付いていることが多いだ

ろう。しかし、ここでも私たち大人が気をつけるべ

きことがある。それは、絵本を子どもに読解力をつ

けさせるための教材だと考えないことだ。子どもに

読解力を身に付けさせようという意図で絵本を読み

聞かせていると、松居や松岡が指摘するように、読

み終えた後、私たちは子どもについ内容を理解でき

ているかどうかチェックするようなことをしてしま

いがちなのである。このような行いは、子どもから

絵本の楽しみを取りあげてしまうことになる13）。子

どもの想像力という翼を信じて、大事に見守ること

が私たち大人に求められる。

Ⅲ

　子どもが豊かな人生を歩んでいくための力や大切

なメッセージを絵本が与えてくれるのであるなら

ば、子どもによい本を選ぶということは、子どもを

育てる私たちの役割だと考える必要がある。だが、

数限りなく出版されている絵本の中から、そして、

書店だけでなく公立図書館にさえ並ぶ商業主義の

安っぽいシリーズものが多くを占める絵本コーナー

の中から、どのようにすればよい絵本を子どもに選

んであげることができるのだろうか。この章では、

私たち大人が選書をするために知っておきたいこと

を考察したい。

　子どもの本も文学として考えることを主張するス

ミスは『児童文学論』14）の中で、子どもの本を文学

として評価するための基準を見出すことが彼女の著
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書のねらいであるとしている。スミスは、私たちが

子どもの本を評価するためのものさしは、「過去に

書かれた最善の本に親しむことによって得たもの」

でなければならず、優れた過去の本は、「私たちの

試金石であって、それらによって私たちは、新しい

本がこれらの巨人群と並ぶことができるかどうか、

判断できるのである」と述べている15）。絵本につい

ての章でスミスは、『ぞうのババール』（ジャン・ド・

ブリュノフ）、『げんきなマドレーヌ』（ルードヴィ

ヒ・ベーメルマンス）、『ピンのおはなし』（マージョ

リー・フラック）、『チムとゆうかんな船長さん』（エ

ドワード・アーディゾーニ）、『ひとまねこざる』（H. 

A. レイ）の５つの作品を「試金石」として考察し、

５作品が共通して満たしているよい絵本の条件を挙

げている。それは、「発想は新鮮で独自の空想に富

んでいる」こと、「しっかりしたテーマ」があるこ

と、「はっきりしたプロット」を持っていること、

主人公に「読者である子どもが自分と同一視できる

もの」であること、である16）。このようにスミス

は、子どもの本の評価にも一般の文学の基準を当

て、その基準を満たすとして彼女が選んだ絵本は、

時代の評価に打ち勝ってきた古典であり、現代の子

どもも大人も楽しめる作品だと言える。

　ただ、私たちのほとんどは、文学を専門的に学ん

できたわけではなく、スミスの提示する基準を常に

持ち合わせて選書するということは難しいだろう。

もし、子どもに良書のみを提供する、という信念に

基づいて運営されている学校図書館や私設図書館が

近くにあり利用できるなら、是非利用したい。子ど

もの本についての専門的知識と、図書館は子どもを

教育する場であるという信念で選ばれた本であれ

ば、信頼して子どもに与えることができる17）。その

ような図書館が近くになかったり、自身で本を選ぶ

目を養いたいのであれば、本論文の参考文献に挙げ

ているような、信頼できる絵本論を展開している著

書で紹介されている絵本をまず読んでみることを薦

めたい。巻末にある掲出図書一覧や索引が信頼でき

る良書のリストになる18）。しかし、子どもに関わる

ことを職業とするのであれば、やはり、子どもに与

えるべきよい絵本かどうかを判断できる基準を身に

つけることは不可欠だろう。そのためには、自分自

身で「試金石」となるような作品を多く味わうこと

が必要である。その「試金石」がどれであるかを知

るためには、専門家に頼るのが一番だろう。多くの

良い作品に触れたうえで、自分や子どもの好みも取

り入れて選んだ本を読み聞かせるのが理想である。

これは子どものためだけではなく、私たちにも楽し

みを与え、人生を豊かにする機会となるのではない

だろうか。

　ここまでは優れた絵本とはどういうものか、また

良書を選ぶにはどうすべきかを論じてきたが、次に

選書にあたって文学的・芸術的価値に重きを置くと

いう立場からは避けた方がよいと思われる絵本につ

いても述べたい。それは、ディズニー絵本のような

名作物語を絵本にダイジェストしたシリーズもの

だ。『ハイジ』や『宝島』や『バンビ』といった、

作品によっては何百ページもの長さの古典的名作を

たった30ページそこそこに縮めてしまった絵本で

は、あらすじを提示するだけで、もとの作品の文学

的芸術性を伝えることは到底できないだろう。あら

すじに文学的価値があるだろうか？また、あらすじ

だけの絵本に子どもに世界の美しさを伝え、生きる

ための支えになるようなメッセージを伝える力があ

るだろうか？答えは明白だろう19）。さらに、名作シ

リーズものの挿絵にも美術的価値があるとは言い難

い。それぞれの作家の個性が宿る絵本の挿絵とは違

い、シリーズものの絵はどれもアニメ作品風で、原

色が多く使われ、同じような色彩、背景、表情で、

画家の個性などは全く感じられない。安易に名作絵

本のようなシリーズものに手を伸ばすのはやめて、

長い時代の評価にも生き残ってきた真の価値ある絵

本で培った目で、子どもを育てる私たちが楽しみと

生きる支えを与えるような絵本を選んであげたいも

のだ。

Ⅳ

　最後に、子どもが本を楽しむための想像力や子ど
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ものこころの成長をを妨げるものとして、映像メ

ディアの危険性について考察したい。『本が死ぬと

ころ暴力が生まれる』の中で、バリー・サンダース

は、「テレビは仮想現実である。それを体験した瞬

間から、子どもは本の世界に戻るのが困難にな

る」20）と指摘しているが、テレビ・映画・電子ゲー

ムといった映像メディアは、子どもにとっても大人

にとっても刺激的で、時として中毒となってしまう

ほどの魅力を持つ。子どもも大人も夢中にしてしま

う映像メディアは、物理的に、絵本の読み聞かせの

時間、親子のコミュニケーションの時間、子どもの

成長に不可欠な五感に響く実体験のための時間を

奪ってしまうが、さらに深刻な問題を引き起こして

いると指摘されている。

　子どもの発達にはたくさんの要因が絡み合ってい

るため、映像メディアが子どもの成長に悪影響を及

ぼすと科学的に証明することは難しいが、医学の面

からも警鐘が鳴らされている。2004年に、小児科医

会と小児科学会がそれぞれ、乳幼児のテレビ・ビデ

オの長時間視聴や授乳中や食事中のテレビ・ビデオ

の視聴は避けるべきだとした提言を出した21）。提言

が出されたときの小児科医会の「子どもとメディ

ア」対策委員会副委員長だった田澤雄作医師は、注

意力、集中力、記銘力、判断力を司る前前頭葉22）

が、読書時には活発に動いているのに、テレビゲー

ムをしている時は活動を停止するという事実から、

メディア漬けになっている子どもの脳は健全に発達

しないと結論づけ23）、私たち大人が、テレビやビデ

オの便利な点だけでなく、暗黒面もしっかり学ん

で、脳（こころ）が成長する時の子どもたちを守る

必要があると唱えている24）。

　脇によると、映像メディアの危険性は、子どもが

想像力を使う機会を奪い、乳幼児のコミュニケー

ションを阻害することにある。お話を読み聞かせて

もらっている時や、読書をしている時は、子どもは

想像力を働かせ、自分でイメージを作り出すという

ことをしているが、「映像メディア相手に育った子

どもたちは、イメージを作る仕事は全部映像がやっ

てくれますから、自前のイメージを作ることができ

ず」、後に自分で本を読むことができなくなると指

摘する25）。このように、映像メディアは、想像力と

いう生きていく上で大事な能力を、物語によって培

う機会を子どもたちから奪ってしまう。この観点で

考えると、映像作品は出来や芸術性のよしあしに関

わらず、映像で観ること自体が問題であると言え

る26）。脇はまた、「赤ちゃんとまわりの人たちとの

コミュニケーションを、メディアが阻害する」こと

が何より大きな問題であると述べているが27）、親子

のコミュニケーションの希薄化は、子どもの言語発

達の遅れや、今社会で問題視されている子どもや若

者のコミュニケーション能力の低下を引き起こして

いることは想像に難くない28）。さらに脇は、今の子

どもたちの保護者もテレビがついていて当たり前、

ビデオで何度も番組を見るのも当たり前という時代

に育っていることに触れ、「これまで以上に深刻な

問題が起こってきても不思議ではありません」29）と

懸念する。

　ここで、映像の内容が子どもの知的好奇心を引き

起こすようなものであったり、芸術性の高いもので

あったりした場合でも、映像メディアは子どもに危

険性のあるものだと言えるのだろうかという疑問が

出てくるかもしれない。大切なのは子どもに見せる

内容をスクリーニングすることだけでなく、大人が

子どもを映像メディアにさらす時間を自制できるか

どうか、また子どもに自制させられるかどうかでは

ないだろうか。例えば、NHK教育テレビでは、朝

夕の家庭の一番忙しい時間帯に、CMなしのノンス

トップで、５分から15分の番組が２時間放映され

る。この中には保護者が子どもに見せたいと思うよ

うな教育的な内容の番組も含まれている。しかし、

優れた内容であっても、幼い子どもが毎日何時間も

テレビを見続けることは、脳の発達にも、コミュニ

ケーション能力の発達にも悪影響を及ぼすというこ

とは明らかである。保護者が映像メディアに接する

一日あたりの時間をきちんと決めて、子どもの生活

に取り入れるのでなければ、映像メディア中心の生

活にいとも簡単に陥ってしまうだろう。子どもが映

像メディアに釘付けになっている方が手早く用事を
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すませられるため、保護者にとっても映像メディア

はなくてはならないものになりうるというのも事実

である。子どもを映像メディア漬けにしてしまう要

因は、保護者の側にも潜んでいる。暴力的な映像が

子どもへ悪影響を及ぼすということは誰の目にも明

らかであるが、保護者にも子どもにも自制心がなけ

れば、たとえ内容が教育的に芸術的に優れていて

も、映像メディアは子どもの発達に危険なものと

なってしまう。

　映像メディアの危険性について二人の専門家が指

摘することを中心にまとめてきたが、私たち子ども

を育てる大人が、映像メディアをコントロールしな

ければ、子どもが絵本の恩恵を受けることを妨げる

だけでなく、脳（こころ）の発達にも害を及ぼすこ

とをしっかり理解する必要がある。テレビの時代に

育ってきた保護者自身も映像メディアの誘惑に打ち

勝たなければ、子どもを映像メディアの悪影響から

守ることはできないということを認識していなけれ

ばならないだろう。子どもの成長に関わる大人が映

像メディアの危険性についてきちんと把握し、子ど

もや、場合によっては知識や自覚を持たない保護者

にも伝えていく必要があるのではないか。

おわりに

　優れた絵本は、子どもに物語を理解する力、物語

の世界のイメージを作り出し、登場するものの心情

を汲み取る想像力を養う。また、『ちいさいおうち』

を例に示したように、子どもが豊かな人生を送るた

めに支えとなるような大切なメッセージを絵本は伝

え、子どものこころを成長させる。そのような絵本

の力を引き出すために、私たち大人は、絵本が子ど

もに字を読ませたり、読解力を身に付けさせるため

のツールであると考えるべきではない。子どもの想

像力の翼を信じて、絵本を楽しむ気持ちを持って、

読み聞かせることが大事だということを認識するべ

きだ。そして、優れた絵本を選んで子どもに手渡す

ことこそが、子どもを育てる大人の役目だと理解し

なければならない。選書の目を養うには、「試金石」

となる本に数多く親しむことが必要である。「試金

石」となるのは、やはり、時代の評価に耐え抜いて

きた古典と言われる作品だ。信頼できる専門家が選

んだ、真の価値ある絵本を手にすることからまず始

めたい。最後に、子どもを絵本から遠ざけてしまう

映像メディアは、子どもの想像力を豊かにする機会

を奪ってしまうだけでなく、子どもの脳（こころ）

の成長にも害を及ぼすことを認識しなければならな

い。子どもを映像メディアの悪影響から守ること

は、私たち大人の責任である。私たちにも子どもに

も豊かな人生と楽しみをもたらしてくれる絵本のよ

さを再認識し、絵本が子どもの育ちにうまく取り入

れられることを願う。
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どっているりんごの木を永遠の喜びと感じる心が
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p62
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まった瞬間から、子どもは物語の世界へはいりこ
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しまい”となっても、しばらくは物語の世界の次

元で、いろいろと空想を働かせています。この時

間に、子どもの自由な想像の翼は、空想の世界に

はばたいて想像力をますますかきたてています。

この貴重な瞬間に、おとなは質問という土足でこ

の世界をめちゃめちゃに踏みにじってしまいま

す。」（松居　『絵本とは何か』p16）「一つ二つの
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いこどものせかい』p22）

14）スミス、リリアン・H　『児童文学論』　石井桃

子・瀬田貞二・渡辺茂男訳　岩波書店　1964、
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15）スミス『児童文学論』p35。松岡も絵本を見き

わめる目を養うには、“満25歳以上”の絵本を読
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ものせかい』p51）
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forum/img/20forum2.pdf）

18）たとえば、『絵本とは何か』では掲出図書一覧、

『読む力は生きる力』では本書でとりあげた書目

としてリストになっている。

19）フランシス・クラーク・セイヤーズは、ウォル

ト・ディズニーが名作をもとにした映画や絵本を

作る目的は商業的成功であり、そのためにもとの

作品を都合のいいようにゆがめてしまっており、

その結果、作品のもつ芸術性は損なわれ、子ども

が働かせる思考力や想像力を全く尊重しないもの

にしてしまったと批判している。（『ウォルト・

ディズニーの功罪』子ども文庫の会　母親文庫①    

1967、1994）松居もディズニー絵本をはじめとす

る名作絵本は「まっ赤なにせ物」で「子どもたち

に絵本を準備するには、まずこの名作絵本を捨て

るところから始めていただきたい」と述べてい

る。（『絵本とは何か』p39）脇は、「パターンに

乗せ」るだけで「売れることは保証つき」のシ

リーズものは、本を提供する側にも「誘惑の種」

だと指摘する。（『読む力は生きる力』p117-8）

20）サンダース、バリー　『本が死ぬところ暴力が

生まれる』杉本卓訳　新曜社　1998、2003　p175

21）小児医会から出された具体的提言は、１．２歳

までのテレビ・ビデオ視聴は控えましょう。　２．
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授乳中、食事中のテレビ・ビデオの視聴は止めま

しょう。　３．すべてのメディアへ接触する総時

間を制限することが重要です。１日２時間までを

目安と考えます。テレビゲームは１日30分までを

目安と考えます。　４．子ども部屋にはテレビ、

ビデオ、パーソナルコンピュータを置かないよう

にしましょう。　５．保護者と子どもでメディア

を上手に利用するルールをつくりましょう。の５

項目にまとめられている。小児科学会の提言もほ

ぼ同じような内容だが、テレビ・ビデオの長時間

視聴は、その内容や見方によらず、言語発達が遅

れる可能性が指摘されており、乳幼児に一人で見

せることは避け、親も一緒に観て、問いかけに答

えるようにすることを薦めている。

22）田澤雄作　「脳の前面、目の後ろ、額の後ろに

あるところが前前頭葉です。前前頭葉の働きとし

て重要なのは、笑顔、言語、感性の場であるとい

うところなのです。」（「子どもにメディア・ワク

チンを！」『いま、子どもたちがあぶない！－子

ども・メディア・絵本』　斎藤惇夫他、古今社　

2006、2009　p47）

23）田澤　p45-6

24）田澤　p64

25）脇　『読む力は生きる力』p79

26）脇明子　「メディアが生きる力を脅かす」『いま、

子どもたちがあぶない！－子ども・メディア・絵

本』斎藤惇夫他、古今社　2006、2009　p90

27）脇　「メディアが生きる力を脅かす」p95

28）2010年に出された小児科学会の提言では、「現

実世界でのコミュニケーションの希薄化は、親

子・家族・人間の絆の希薄化に繋がりますが、こ

れらの根元には、赤ちゃんのときからの過剰な映

像メディアとの接触、行過ぎた競争教育社会、睡

眠を含めた不適切な養育環境などがあります」と

いう文言がある。

29）脇　「メディアが生きる力を脅かす」p88-9
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